
平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 04

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

4 495 12

（ 種 ） （ 本 ） （ 本 ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

4 507 10

（ 種 ） （ 本 ） （ 本 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

4 517 8

（ 種 ） （ 本 ） （ 本 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

54 5 0

（ 人 ） （ 回 ） （ 回 ） □ あり ■ なし 廃止(完了･統合含む)

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

54 6 6

（ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

0 0 0

（ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

6 6 3,282.19

（ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ ㎡ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

6 6 3,282.19

（ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ ㎡ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

6 6 3,282.19

（ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ ㎡ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

8 8 132.616

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

8 8 132.616

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

8 8 132.616

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

7 7 28,658.00

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

7 7 28,658.00

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

7 7 28,658.00

（ 個 所 ） （ 個 所 ） （ ㎡ ）

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

04-01-01

環境政策課
みどりと公園担当

対象 10,000㎡以上の緑地及びその所有者等

補助金を交付する
対象の種類

補助金を交付して
いる保存樹木の本
数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

3,182 403 3,585
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

保存樹木等保護支援事
業

手段
1～3月にかけ保存樹木等の補助金申請を
受け、補助金を交付

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

保存樹林の指定面積要件の引き下げ（1千
㎡→300㎡以上）の研究、

保存樹木の指定要件の引き下げ（目通り50
㎝→40㎝）の研究→基準の見直し、補助額の
見直し。

周辺住宅に対する日照障害や落ち葉の問題、
相続対応（宅地化）に伴う伐採等の問題があ
り、所有者及び周辺住民に保存のための啓発を
していく必要がある。3,102 395 3,497

意図
（所有者）適正に管理する
(基準以上の樹木等）保全しやすくする 3,806 394 4,200

失われた保存樹木
の本数

04-01-02

環境政策課
みどりと公園担当

対象 東京都及び都内区市町村

参加団体数 会議開催回数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

4 88 92
22年度以降に向けた方向性 廃止(完了･統合含む) 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

緑確保の総合的な方針
策定に関する会議参画
事業

手段
都区市町村合同検討委員会
市町村検討会

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

東京都及び区市町村が参加し、東京都が事
務局を務めているため、改善の余地はない。

　平成21年度で終了

4 86 90

意図
地域制緑地型及び土地利用連動型の緑の
確保の総合的な方針を策定する。 0 0 0

参加回数

04-01-03

環境政策課
みどりと公園担当

対象
市民（市の公有地）
水環境と緑地

整備個所 管理箇所

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

155 302 457
22年度以降に向けた方向性 アウトソーシング 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

樹林地管理事業

手段 樹林地の維持管理

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

ボランティア活動との協働と市民への働き
がけを行う。

樹木が大きくなり苦情が多くなっている中
で、適正管理を実施する必要がある。なお、今
後の方針としては、現状の外部委託等を踏ま
え、更なる管理方法の効率化を検討する余地が
ある。

231 296 527

意図
市民の生活環境の中にある水と緑を増や
し減らさないようにする。 692 295 987

保全されている緑
地面積

04-01-04

環境政策課
みどりと公園担当

対象
市民、東京都
自然環境の保全

計画整備個所
整備個所

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

7,593 1,554 9,147
22年度以降に向けた方向性 アウトソーシング 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

緑地保全地域植生管理
事業

手段

植生管理委託
樹林地管理
支障枝処理
ごみ処理
沈砂池管理

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

適正管理できるよう、都財政への働きがけ
を行っていく。（苦情件数、業務量の定量
データに基づく要求、契約内容の明確化）
ボランティアとの協働、市民への働きかけ拡
大。草刈り、枝落とし、沈砂池等の計画的発
注の仕方等委託コスト消滅を検討する。

東京都からの委託事業であり、縮小、休止、
廃止はできない。実際には、市民からの苦情対
応のため職員人件費が相当額かかっている。な
お、今後の方針としては、現状の外部委託等を
踏まえ、更なる管理方法の効率化を検討する余
地がある。

7,127 1,522 8,649

意図
市民の生活環境の中にある水と緑を増や
し減らさないようにする。 7,771 1,518 9,289

保全されている緑
地面積

04-01-05

環境政策課
みどりと公園担当

対象 市民（市が民有地を借り上げ）

整備個所 借り上げ個所

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

21,455 383 21,838
22年度以降に向けた方向性 アウトソーシング 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

森の広場管理事業

手段
土地の借り上げ
樹林地の維持管理

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

ボランティア活動と協働して適正管理す
る。

廃棄物の不法投棄等により適正管理を阻害し
ているが、民の中にも緑などの自然を大切にし
たいとの意識が芽生えてきており、ボランティ
アの協力により、適正管理を実施していく。な
お、今後の方針としては、現状の外部委託等を
踏まえ、更なる管理方法の効率化を検討する余
地がある。

21,599 375 21,974

意図
市民の生活環境の中にある水と緑を増や
し減らさないようにする。 23,683 374 24,057

保全されている緑
地面積

水と緑を守り育てていくまち 施策番号・名 緑を基本とした景観の保全 基本事業番号・名 04-01 緑の保全

東久留米市



平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 04

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

水と緑を守り育てていくまち 施策番号・名 緑を基本とした景観の保全 基本事業番号・名 04-01 緑の保全

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

1,800 4 1

（ ｍ ） （ 回 ） （ 件 ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

1,800 3 1

（ ｍ ） （ 回 ） （ 件 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

1,800 7 1

（ ｍ ） （ 回 ） （ 件 ）

04-01-06

環境政策課
みどりと公園担当

対象
保全対策協議会構成市（立川､東大和､小
平､東村山、清瀬、東久留米）

野火止用水区域
（距離）

要請行動回数､研修
協議回数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

10 211 221
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名： 環境政策課  　林　幸雄

野火止用水保全対策協
議会参画事業

手段

関係機関への要請及び調整
本事業を深く認識するための研修
維持管理の問題協議

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

市内に存する用水であるが、東京都が歴史
環境保全地域に指定していることから、かか
る維持保全経費を適正に負担されるよう要請
する。

協議会に参画している6市の受け止め方に違い
はあるものの、東京都の歴史環境保全地域に指
定されている各市の認識を一本化し、要請行動
をしていく必要がある。10 207 217

意図
用水区域内を人と自然が触れ合う憩いの
場としての利用を図る。 10 207 217

保全要望件数

東久留米市


